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〈金沢地域〉

金沢 いしかわ赤レンガミュージアム
石川県立歴史博物館

「未来へつなぐ 
－能登半島地震と
� レスキュー文化財－」

令和7年7月26日（土） 
～8月31日（日）

令和6年能登半島地震により甚大な被害を受けた文化財を救
うため、令和6年2月から国の文化財防災センターと石川県の
協働により文化財レスキュー事業がスタートし、多くの文化
財が救出されました。
本展では、能登半島地震および奥能登豪雨の文化財レス
キューにおいて当館が救出に関わった資料を初めて公開しま
す。そして、被災文化財から読み解くことができる地域の歴史・
文化を広く発信し、その継承について考える契機とします。

076-262-
3236

金沢 いしかわ赤レンガミュージアム
石川県立歴史博物館

常設展
｢石川県の歴史と文化 ｣ 通年 石川県の旧石器時代から近代までを、考古・歴史・民俗・美

術資料を使って、わかりやすく展示しています。
076-262-
3236

金沢 石川県金沢港
大野からくり記念館

企画展
大野弁吉「一東視窮録」を読む

令和7年6月5日（木） 
～7月8日（火） 休館日 :水曜日（祝日の場合は翌平日） 076-266-

1311

金沢 石川県金沢港
大野からくり記念館 親子体験教室

令和7年�①7月6日（日） 
②7月27日（日） 
③8月2日（土） 
④8月3日（日） 
⑤8月9日（土） 
⑥8月17日（日） 
⑦9月21日（日）

各10:00～

①風鈴に金箔を貼り付けよう
②スケートリンクを作ろう
③からくり貯金箱を作ろう
③シゲちゃんのからくり箱を作ろう1
④からくり貯金箱を作ろう
④シゲちゃんのからくり箱を作ろう2
⑤未定
⑥コーヒーカップを作ろう
⑦シゲちゃんのからくり箱を作ろう3
⑦シゲちゃんのからくり箱を作ろう4
※各教室は、それぞれ1ヶ月前からお電話で申込を受付け
ます。（定員になり次第締切）

076-266-
1311

金沢 石川県金沢港
大野からくり記念館

企画展
金沢工業大学　土居研究室
『現代のロボット』

令和7年8月5日（火） 
・22日（金） － 076-266-

1311

金沢 石川県金沢港
大野からくり記念館 常設展 通年

金沢市大野町に住み活躍した幕末の科学技術者・からくり
師　大野弁吉の業績を紹介するとともに、近代技術のあけ
ぼのを代表する「からくり」の世界を様々に展示。
からくり仕掛けの謎解きパズルなどのコーナーを併設。

076-266-
1311

金沢 いしかわ生活工芸ミュージアム
（石川県立伝統産業工芸館）

企画展
「きもちとかたち」

令和7年5月16日（金） 
～7月14日（月）

9:00～17:00
（最終日は15:00終了）

本展は（公財）石川県デザインセンターが主催する「石川県
デザインセンター選定商品事業」で昨年度選ばれた商品を
ご紹介するものです。これらは「いしかわの伝統と新しい
感性」というコンセプトのもとに選ばれたもので、石川の
ものづくりの伝統を受け継ぎ、新しい生活を提案するデザ
イン性の優れた商品として普及し、新たな販路開拓を目指
しています。企業や作家たちのアイデアと個性に溢れた作
品をお楽しみください。
1Fギャラリー　入場 :無料　※6月19日（木）は休館

076-262-
2020

金沢 いしかわ生活工芸ミュージアム
（石川県立伝統産業工芸館）

企画展
「工藝之道 
－石川で学ぶアジアの
� 作家たち－」

令和7年5月16日（金） 
～7月14日（月）

9:00～17:00
（最終日は15:00終了）

アジアの各国から海を渡って石川県内で学び活動する工芸
作家をご紹介する企画展です。中国や台湾などそれぞれの
国で工芸分野の基礎を学びながら、更に幅広い高度な技術
と学びを求めて日本にやってきたアジアの若き獅子たち。
石川県内の大学や工芸研修所で学び、それぞれが自分の内
なる芸術の創造性を求めて精進しています。伝統を重んじ
ながら、更に日本での学びを作品に活かした若き作家たち
の期待に胸膨らむ企画展です。
2F第4展示室　入場 :有料

076-262-
2020

金沢 いしかわ生活工芸ミュージアム
（石川県立伝統産業工芸館）

企画展
「工芸 Family2025」

令和7年7月18日（金） 
～8月18日（月）

9:00～17:00
（最終日は15:00終了）

石川県の伝統工芸や手作りの工芸を、子供から大人まで家
族みんなで体験し、楽しんでいただく企画展です。伝統工
芸士の方をはじめ、幅広い工芸分野で活躍する作家の方々
に親しみやすい工芸の魅力をご指導いただきます。ダーニ
ングや籐工芸など新しい体験を含めてバラエティー豊かな
27の体験をご用意しています。講師の方の作品展示や販売
もありますので、石川の伝統工芸をじっくり学ぶチャンス
です。夏休みの思い出作りにもお役立てください。
1Fギャラリー　入場 :無料（体験は別途有料）
※会期中無休

076-262-
2020

金沢 いしかわ生活工芸ミュージアム
（石川県立伝統産業工芸館）

企画展
「夏を集めるガラス展」

令和7年7月18日（金） 
～8月18日（月）

9:00～17:00
（最終日は15:00終了）

世界各地で夏の暑さは年々厳しくなっていますが、涼しさを
呼ぶ清涼感いっぱいのガラス作品を集めた企画展です。ガラ
ス工芸の魅力は透明感は勿論、光の性質や角度によって様々
な表情を見せてくれることです。また、工法や加工によって、
ガラスでしか表現できない美しさを生み出しています。
本展では、多岐にわたるデザインや用途で、日常生活の様々
なシーンを彩る今どきのガラス工芸をご紹介します。作品に
潜む多面的な美しさと魅力をお楽しみください。
2F第4展示室　入場:有料　　※会期中無休

076-262-
2020
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金沢 いしかわ生活工芸ミュージアム
（石川県立伝統産業工芸館）

企画展
「暮らしを彩る木工芸」

令和7年8月22日（金） 
～10月13日（月・祝）

9:00～17:00
（最終日は15:00終了）

木は年輪ができる植物であり、そこにあるだけで歴史を物
語ることができます。日本の多くの国宝や文化財にも貴重
な役割を担っています。そして石川の地でも数百年の伝統
を守りながら、暮らしに新しい風を吹き込む伝統工芸品や
木工芸品が多々あります。
その一つ一つに、どれもなぜかしら温かみとほっこりする
安心感があり、いつまでも傍に置いておきたいと願ってし
まいます。8名の作家たちが、伝統の技や個性的なアイデ
アで、私達の暮らしを楽しく豊かにする木工芸の世界を創
り出します。
1Fギャラリー　入場 :無料　　※9月18日（木）は休館

076-262-
2020

金沢 いしかわ生活工芸ミュージアム
（石川県立伝統産業工芸館）

企画展
「石川と徳島 
－それぞれの伝統工芸が
� 出会う－」

令和7年8月22日（金） 
～10月13日（月・祝）

9:00～17:00
（最終日は15:00終了）

今春、石川県は徳島県と「地域活性化及び防災等に関する
連携協定」を結び、観光や工芸を含めて様々な交流を持つ
ことになりました。本展はそれを記念して、徳島県の伝統
工芸品をご紹介するとともに石川県の伝統工芸品との交流
を図ろうというものです。
徳島県の国指定伝統工芸品は「阿波正藍しじら織」「阿波和
紙」「大谷焼」の3種です。どれも奈良時代や江戸時代から
続く伝統の技が今に生きています。石川と徳島の伝統工芸
品の展示を通して両県の交流が密になれば幸いです。
2F第4展示室　入場 :有料　　※9月18日（木）は休館

076-262-
2020

金沢 いしかわ生活工芸ミュージアム
（石川県立伝統産業工芸館） いつでも出来る工芸体験

通年
[受付 ]��9:00～11:00 

13:30～16:00
※5名様以上の場合は
　事前にご予約ください。

石川の伝統工芸を気軽に体験していただけます。
※入館料は別途必要。
①繭細工　　　　　　費用 : 400円� 体験所要時間 : 30分
②水引ポチ袋　　　　費用 : 400円� 体験所要時間 : 30分
③組子のコースター　費用 : 1000円� 体験所要時間 : 30分
④太鼓の端材でつくるカスタネット
　　　　　　　　　　費用 : 600円� 体験所要時間 : 30分

076-262-
2020

金沢 石川県立美術館 コレクション展 令和7年7月5日（土） 
～8月17日（日）

　「雪舟と周文」　【前田育徳会尊經閣文庫分館】
　「古九谷・再興九谷」　【古美術】
　「優品選」　【近現代絵画・彫刻】
　「没後20年�脇田和」　【近現代絵画】
特別展示
　「みんなでたのしむびじゅつかん　おおきい・ちいさい」
� 【近現代工芸】
※会期中無休

076-231-
7580

金沢 石川県立美術館

企画展
「足立美術館所蔵 
横山大観と北大路魯山人展 
－近代日本画の
� 名品とともに－」

令和7年7月5日（土） 
～8月17日（日） ※会期中無休 076-231-

7580

金沢 石川県立美術館 コレクション展 令和7年8月23日（土） 
～10月5日（日）

　「実資が記した『小右記』と源氏物語の世界」
� 【前田育徳会尊經閣文庫分館】
　「歌、ものがたり」　【古美術】
　「優品選」　【近現代絵画・彫刻】
特別展示
　「みんなでたのしむびじゅつかん　おおきい・ちいさい」
� 【近現代工芸】
※会期中無休

076-231-
7580

金沢 泉鏡花記念館 企画展
「芥川さんのこと」

令和7年5月30日（金） 
～9月23日（火・祝）

鏡花と芥川龍之介との交流について
【料　金】�一般310円、65歳以上210円、�  

高校生以下無料、�  
団体（20名以上）260円

【休館日】�火曜日（休日の場合は翌平日）

076-222-
1025

金沢 金沢市立中村記念美術館
企画展
「茶道具のものがたり
� ～次第が語る歴史～」

令和7年4月26日（土） 
～7月13日（日）

茶道具の伝来や歴史をあらわす、収納箱・包布・文書類など
の「次第」を展示します。
休館日 :月曜日（休日の場合は翌平日）、6月3日（火）

076-221-
0751

金沢 金沢市立中村記念美術館 コレクション展
「工芸セレクションⅤ�箱」

令和7年7月19日（土） 
～9月28日（日）

所蔵品から、木工・漆工・竹工芸・陶芸などの技法により作
られた "箱 " を展示します。
休館日 :月曜日（休日の場合は翌平日）

076-221-
0751

金沢 金沢蓄音器館 蓄音器の聴き比べ 通年
11:00～/14:00～/16:00～

エジソンの発明した蝋管式蓄音器をはじめ、大正から昭和
初期の日本製のものやイギリス・アメリカ製の高級大型蓄
音器を実際にお聴きいただけます。また、SP レコード曲
の解説や、ジャズ・クラシックコンサートなどのテーマ別
鑑賞会も随時開催しております。
（詳細は当館ホームページをご参照ください）

076-232-
3066
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金沢 金沢湯涌夢二館

開館25周年記念特別展
第2弾
「つなぐ」セキユリヲ
� テキスタイル展

令和7年7月5日（土） 
～12月7日（日）

9:00～17:30
（入館は17:00まで）

竹久夢二のグラフィックデザインに触発され、夢二デザイン
の壁紙や文具作りなどを通じてその魅力を今に伝えるセキ
ユリヲ。道端に咲く小さな草花や身近なマッチなどを描き、
手仕事を愛し、人と人をつなぐ取り組みは、かつての夢二の
活動とも重なります。今住んでいる北海道・東川から、夢二
の愛した金沢へ、そしていち早い復興を祈る能登への思いを
込めて。あたたかなつながりを感じにいらしてください。

076-235-
1112

金沢 金沢湯涌夢二館 ギャラリートーク

令和7年7月5日（土）
14:00～15:00 デザイナー・サルビア主宰のセキユリオさんによる、「つな

ぐ」セキユリヲ　テキスタイル展のギャラリートーク
詳細はHPでお知らせします。

076-235-
1112

令和7年9月27日（土）
11:00～12:00

金沢 石川県金沢城・
兼六園管理事務所

金沢城公園
重要文化財の特別公開

令和7年7月（土・日・祝日） 
8月（全日） 
9月（土・日・祝日）

9:30～15:30

重要文化財「石川門」、「三十間長屋」の内部公開（無料）
※能登半島地震の影響により鶴丸倉庫は当面公開を行いま
せん。

076-234-
3800

金沢 石川県金沢城・
兼六園管理事務所 金沢城公園　夜間開園

令和7年7月 �毎週土曜日、 
4日（金）、20日（日）

8月 �毎週土曜日、 
10日（日）～15日（金）

9月 �毎週土曜日、 
14日（日）日没から21:00

門や櫓、玉泉院丸庭園のライトアップ（無料） 076-234-
3800

金沢 石川県金沢城・
兼六園管理事務所

城と庭のもてなし事業
ひゃくまんさん茶会 令和7年8月2日（土）

ひゃくまんさんによるお出迎え、お抹茶体験の後にひゃく
まんさんと写真撮影会を行います。
場所 :金沢城公園　玉泉院丸庭園内　玉泉庵
時間 :①9:00～　②10:30～　③13:00～　④14:30～
料金 : 800円
問い合わせ先 :玉泉庵　076-221-5008

076-234-
3800

金沢 石川県金沢城・
兼六園管理事務所 夏季兼六園無料開園

令和7年8月14日（木） 
～16日（土）

7:00～18:00

旧盆の帰省時期に合わせて、観光客や帰省客、県民の皆様
などに兼六園を広く鑑賞していただく為、兼六園の無料開
園を行います。

076-234-
3800

金沢 鈴木大拙館 企画展
「世界人－D.�T.�Suzuki」

令和7年4月26日（土） 
～7月21日（月・祝）

洋の東西を問わず様々な人物が語る「D.�T.�Suzuki」にかん
する言説を紹介しながら、大拙がいう「世界人」とは、どの
ような生き方であるのかという問いに迫る。

076-221-
8011

金沢 鈴木大拙館 企画展
「死してなお�－苦捨の人－」

令和7年7月26日（土） 
～10月3日（金）

金沢うまれの仏教哲学者・鈴木大拙。まだなにものでもな
かった若き時代から大拙を支え続けた安宅彌吉。喜捨では
なく「苦捨」をして支え続け、世界的な人物 D.�T.�Suzuki
へとならしめた両者の交流から、人を援けることについて
考える機会を提案する。

076-221-
8011

金沢 徳田秋聲記念館
開館20周年記念
「秋聲交遊録－
� 『あらくれ会』の人々」

令和7年7月2日（水） 
～9月23日（火・祝）

9:30～17:00
（入館は16:30まで）

当館開館20周年を記念して、徳田家に遺された献呈署名本
を一堂に公開すると同時に、雑誌「あらくれ」を絡めながら
秋聲の幅広い交友関係の一端をご紹介します。
休館日 :火曜日（祝日の場合は翌平日）

076-251-
4300

金沢 徳田秋聲記念館 ギャラリートーク
令和7年①7月5日（土） 

②8月9日（土） 
③9月6日（土）

学芸員による企画展の展示解説を行います ｡�  
1日2回　11:00～ /14:00～（各回40分程度）
休館日 :火曜日（祝日の場合は翌平日）

076-251-
4300

金沢 前田土佐守家資料館 令和7年度テーマ展
「知行と禄」

通年[拡大展示期間]
令和7年4月26日（土） 

～7月6日（日）

金沢や加賀藩の歴史を毎年異なるテーマで掘り下げる展示
です。第1回となる今回は、武士身分の基本であり、彼ら
の給与ともいえる「知行と禄」について紹介します。

076-233-
1561

金沢 前田土佐守家資料館
夏季企画展
「江戸時代金沢の出版－
� 本をめぐるいろいろ」

令和7年7月12日（土） 
～9月28日（日）

江戸時代の金沢で出版された本を通して江戸時代の金沢の
人々がどのような知や情報を求め、享受し、どのような文
化を形成したかを紹介。

076-233-
1561

金沢 室生犀星記念館
企画展
「魚眠洞の時代
� 犀星のノスタルジア」

令和7年3月15日（土） 
～7月6日（日）

「魚眠洞」を名乗った時代、すなわち大正11年から昭和3年
頃は、犀星が後に自ら揶揄したように、風流に沈んだ時代
ではありましたが、作家となって以来故郷に最も親しんだ
時代でもあり、それが後の作家活動への滋養となりました。
犀星の初めての本格的な随筆集『魚眠洞随筆』を中心にひも
ときながら、金沢での暮らしぶりや心象風景をたどります。
※休館日　毎週火曜日（祝日の場合は翌平日）

076-245-
1108

金沢 室生犀星記念館 企画展
「犀星と戦争」

令和7年7月12日（土） 
～11月9日（日）

10:00～11:00
※休館日　毎週火曜日（祝日の場合は翌平日） 076-245-

1108
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金沢 室生犀星記念館 金沢ナイトミュージアム
「真夏の夜のコンサート」

令和7年8月2日（土）
18:00～
（17:00から一時閉館、17:45開場）

演　者 :トロイ・グーギンズ�氏（ヴァイオリン）、
　　　　加藤　純子�氏�（チェンバロ）
参加費 : 1,000円
定　員 : 40名（要電話予約・先着順）受付中
受　付 :室生犀星記念館　076-245-1108

076-245-
1108

金沢 室生犀星記念館 講座
「タイトル未定」

令和7年8月23日（土）
10:00～11:30

講　師 :飯島　洋�氏
場　所 : 2F 会議室
参加費 :観覧料金
定　員 : 25名（要電話予約・先着順）受付中
受　付 :室生犀星記念館　076-245-1108

076-245-
1108

金沢 室生犀星記念館 講座
「「軍都」金沢の記憶」

令和7年9月27日（土）
10:00～11:30

講　師 :本康　宏史�氏
場　所 : 2F 会議室
参加費 :観覧料金
定　員 : 25名（要電話予約・先着順）受付中
受　付 :室生犀星記念館　076-245-1108

076-245-
1108

金沢 加賀本多博物館 コレクション展示
「伝説・伝承の住人たち」

令和7年6月13日（金） 
～9月16日（火）

加賀本多博物館の収蔵品には、仏教や道教にまつわる人物
画をはじめ、日本や中国の伝説・伝承に登場する人物や動
物を表した品がいくつもみられます。これらの中から、加
賀本多家2代当主・政長の手による水墨画のほか、北斎漫
画や調度品を合わせて公開いたします。また作品の題材と
なった伝説や伝承の内容についてもご紹介します。

076-261-
0500

金沢 金沢くらしの博物館 三館連携・馬場小学校回顧展
「金沢の小学校」

令和7年6月7日（土） 
～8月24日（日）

9:30～17:00
（入館は16:30まで）

金沢では明治5年（1872）の「学制」に先駆けて、明治3年
（1870）に「小学所」が設けられました。教育に熱心な土地
柄で現在に至るまでの長い歴史を持つ小学校が多くありま
す。明治から昭和までの学用品や写真などを中心に、当時
の小学校の様子を紹介します。合わせて市内各地の小学校
に提供していただいた貴重な資料も紹介します。
なお、この展示は令和6年3月末に閉校した金沢市立馬場小
学校の旧蔵資料を移管した徳田秋聲記念館・金沢ふるさと
偉人館との連携企画として開催します。
※休館日　毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

076-222-
5740

金沢 金沢くらしの博物館 特別展
「家紋～直線と曲線の美～」

令和7年8月30日（土） 
～11月23日（日・祝）

9:30～17:00
（入館は16:30まで）

かつて着物などに欠かせなかった家紋を制作用具やその図
案に注目して紹介する予定です。
※休館日　毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）

076-222-
5740

金沢 石川県
西田幾多郎記念哲学館

西田幾多郎没後80年特別展
「書き続けた論文 
� －西田幾多郎の終焉－」

令和7年3月25日（火） 
～9月28日（日）

西田幾多郎は昭和20年6月7日、鎌倉の自宅で亡くなりま
した。75歳の生涯を終える直前まで、幾多郎は自らの考え
を形にし、それを後輩たちに理解してもらいたいと願いな
がら、必死に書き続けました。同時に、戦況が悪化し紙の
配給が途絶えるなかで、幾多郎の論文観光に尽力した多く
の人々がいました。幾多郎の決死の覚悟とその願いを叶え
ようと奔走する彼等の姿を紹介します。

076-283-
6600

金沢 石川県
西田幾多郎記念哲学館 西田幾多郎哲学講座

第3回
令和7年9月27日（土）
13:30～15:30

第3回「裏口からのスピノザ入門①�言論の自由を滅ぼそう
とする国は、滅びる」
第4回「裏口からのスピノザ入門②�自由意志のない世界を、
自由に生きる」
スピノザは近代社会の様々な仕組みがまさに確立されようと
していた17世紀、オランダで短い生涯を送った哲学者です。日
本では長らく表の主著『エチカ（倫理学）』だけの印象で語られ
がちでしたが、今回は裏の主著『神学・政治論』からアプローチ
を始めることで、宗教や政治のような生活密着型の問題から
世界観や人生のようなより根本的な問題におよぶ、スピノザ
の思想の幅広い射程を明らかにしていきたいと考えています。

076-283-
6600

第4回
令和7年9月28日（日）
10:00～12:00

金沢 石川県
西田幾多郎記念哲学館

第45回
夏期哲学講座

令和7年8月23日（土） 
・24日（日）

1981年から続く、合宿型哲学講座です。全国から講師を迎え、
西田哲学を中心に、哲学・宗教・芸術・倫理などを学びます。

076-283-
6600

金沢 内灘町歴史民俗資料館
「風と砂の館」

巡回展
「石川中央都市圏歴史資料展 
� ものづくりと生業編」

令和7年6月20日（金） 
～7月28日（月）

金沢市、白山市、野々市市、かほく市、津幡町、内灘町を
「石川中央都市圏」と呼び、毎年、石川中央都市圏の各市町
考古資料の巡回展を開催しています。2025（令和7）年度
は「ものづくりと生業編」をテーマに各市町の歴史を紹介。
内灘町からは潟漁に使われた漁具や昭和30年代に河北潟で
採取された魚類の標本、佃煮作りに関する資料を出品。

076-286-
1189

金沢 内灘町歴史民俗資料館
「風と砂の館」 常設展 令和7年8月１日（金）～ 「粟ヶ崎遊園」「内灘闘争」「内灘町指定文化財」「漁具」「世

界の凧」など、内灘の歴史を幅広く紹介。
076-286-
1189

〈能登地域〉

能登 のとじま水族館
企画展
「魚の感覚展 
～においや味は感じるの ?～」

令和7年4月19日（土） 
～8月31日（日）

ヒトと魚類の感覚器官の形や役割の違い、魚類の中でも生
息環境における違いなども紹介する。

0767-84-
1271
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能登 のとじま水族館 海づり教室
令和7年7月12日（土）
※悪天候の場合は延期
[予備日]7月19日（土）

初心者のための海づり教室
定　員 : 20名　事前予約　※先着順
参加費 :大人810円　小人610円
　　　　（入場料、貸し竿、エサ代を含む）

0767-84-
1271

能登 のとじま水族館 夏のイルカショー 令和7年7月19日（土） 
～9月12日（金） － 0767-84-

1271

能登 のとじま水族館 夏休みプチ講座
令和7年7月27日（日） 

�・8月3日（日）
13:30～（約20分間）

飼育員による生きものについてのトークイベント 0767-84-
1271

能登 のとじま水族館 磯の生きもの展 令和7年9月6日（土） 
～12月28日（日）

磯で出会うことができる生きものたちの展示とともに、磯
観察の方法や注意点も紹介します。

0767-84-
1271

能登 のとじま水族館 入場無料 day 令和7年9月15日（月・祝） 敬老の日　65才以上無料 0767-84-
1271

能登 のとじま水族館 親子で新発見！
「飼育員教室」

令和7年9月28日（土）
11:00～15:00

親子で参加できる、体験型教室
定員 :各回20名（小学生とその保護者）　事前予約
※応募多数の場合は抽選

0767-84-
1271

〈加賀地域〉

加賀 加賀　伝統工芸村
ゆのくにの森 アンブレラスカイ 令和7年3月上旬 

～11月中旬

ご好評につき今年はバージョンアップして開催中。カラフル
な傘がゆのくにの森の空を彩ります。11月中旬まで開催中。
注 :��天候不良（強風）一時休止あり。�  

各施設・内容・イベントなどの情報は事前に予告なしに変
更する場合がございますのであらかじめご了承ください。

0761-65-
3456

加賀 加賀　伝統工芸村
ゆのくにの森 モロクロカラー誕生 ! 通年 2024年1月1日に新スポットが誕生しました。2Dの世界へ

足を踏み入れて見ませんか ?!
0761-65-
3456

加賀 加賀　伝統工芸村
ゆのくにの森 古九谷・吉田屋展開催中 ! 通年 世界的に評価の高い、九谷焼のルーツ「古九谷」と「吉田屋」

の名品を展示。透明感のある九谷焼の世界をご堪能ください。
0761-65-
3456

加賀 小松市立本陣記念美術館 企画展
「おじくOjiku の世界」

令和7年6月14日（土） 
～9月7日（日）

軸装の日本画は、コンパクトに筒状に片付けやすく、日本
家屋の一室でもさらに小さな床の間にという空間に最も適
した形でした。明治における西洋文明到来により、新しい
絵画の形態や家の西洋化が進み、額装へと変化してゆきま
す。本展では、古き良き時代の中心であった軸装絵画や軸
装書画を "おじく "として紹介します。

0761-22-
3384

加賀 小松市立本陣記念美術館 特別展
「小松の至宝」

令和7年9月21日（日） 
～11月3日（月・祝）

本展では、利常ゆかりの指定文化財をはじめ、小松市が誇
る美術工芸の名品、そして現代に受け継がれる伝統工芸の
「わざ」を紹介します。さらに、当館のコレクションの優品、
宮本三郎記念デッサン大賞展開催にあわせて宮本三郎の代
表作を併せて紹介します。本展を通じて、小松市の豊かな
文化遺産と美術工芸の魅力に触れていただきます。

0761-22-
3384

加賀 日本自動車博物館 特別企画展
「百年車史」

令和7年4月26日（土） 
～12月23日（火）

昭和元年から数えると100年目となる令和7年、100年前の
車から現在までの自動車を、10年区切りで代表的な車や各
節目である車をセレクト。

0761-43-
4343

加賀 石川県立尾小屋鉱山資料館 常設展 令和7年4月１日（火） 
～11月30日（日）

尾小屋鉱山にまつわる、歴史資料（文書、図面等）、写真、道
具類、鉱石、模型などを展示。尾小屋マインロードは実際に
使われていた坑道に入って、時代を感じることができます。
休館日 :水曜日、祝日の翌日（土日、祝日は除く）
　　　　9月9日（火）～13日（土）
※臨時休館する場合があるので事前に確認してください。

0761-67-
1122

加賀 石川県立尾小屋鉱山資料館 尾小屋鉱山イベントデー

令和7年6月8日（日） 尾小屋鉱山をとことん知るイベントです。
（１）マインロード内トロッコ運行
（2）ポッポ汽車展示館でのキハ3と鉱山電車の体験乗車
（3）NPO法人によるガイドツアー「カラミの町めぐり」
時間 : 10:00～15:00
会場 :石川県立尾小屋鉱山資料館、尾小屋マインロード、
　　　ポッポ汽車展示館、尾小屋町内

0761-67-
1122令和7年7月6日（日）

令和7年8月23日（土）

加賀 石川県立尾小屋鉱山資料館

企画展
「横山家寄贈資料から 
明らかになった明治期の 
� 尾小屋鉱山 part2」

令和7年9月14日（日） 
～11月30日（日）

尾小屋鉱山を経営した横山家（＝加賀藩で家老職をつとめ
た「加賀八家」の一つ）から寄贈された、尾小屋鉱山の特許
証や土地の貸借関係契約書や鉱区の実測図など、貴重資料
を通して、明治期の尾小屋鉱山の歴史を紹介します。
休館日 :水曜日、祝日の翌日（土日、祝日は除く）

0761-67-
1122

加賀 石川県九谷焼美術館 第48回
伝統九谷焼工芸展・選抜展

令和7年5月31日（土） 
～7月27日（日）

石川県指定無形文化財保持団体「九谷焼技術保存会」主催
の現代九谷の公募展。

0761-72-
7466
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加賀 石川県九谷焼美術館
加賀市・台南市友好都市交流記念
第22回�九谷焼絵皿
イラストコンクール展

令和7年8月2日（土） 
～10月5日（日）

小学生対象の九谷焼絵皿イラストコンクール展。
今年のテーマは「恐竜」。優秀作品を元に九谷焼作家が絵付
けした作品を展示。（企画展示室のみ無料）

0761-72-
7466

加賀 加賀市美術館
常設展
｢いまよみがえる 
� 加賀江沼の美術 ｣

通年 当館の所蔵品を中心に、選りすぐりの逸品を展示。郷土ゆ
かりの作家たちの作品と魅力を紹介します。

0761-72-
8787

加賀 中谷宇吉郎　雪の科学館 長期休館のお知らせ 令和7年4月１日（火）
～令和8年3月31日（火）

中谷宇吉郎�雪の科学館と Tearoom冬の華は、令和6年に
発生致しました能登半島地震による施設被害復旧工事のた
め、しばらくの間休館させていただきます。ご不便をお掛
け致しますが宜しくお願い致します。

0761-75-
3323

加賀 魯山人寓居跡　いろは草庵 魯山人と吉野屋 令和7年4月3日（木） 
～9月30日（火）

いろは草庵は明治初期に建てられた建物で、もともとは老
舗旅館　吉野屋の別荘でした。魯山人はここで看板を彫り、
旦那衆と語り合い、陶芸に開眼していきました。魯山人と
吉野屋の関係をご紹介いたします。

0761-77-
7111

〈白山地域〉

白山 石川県ふれあい昆虫館 企画展
「ハンミョウ」

令和7年6月18日（水） 
～11月17日（月）

美しいハンミョウの体や生態について紹介するほか、飼育方
法をわかりやすく解説し、生きたハンミョウも展示します。

076-272-
3417

白山 石川県ふれあい昆虫館 野外網室「カブトの森」 令和7年7月4日（金）
～8月31日（日）予定

昆虫館生態園に設置した網室で、生きたカブトムシ（オス）
と自由にふれあうことのできるイベントです。予約は必要
ありませんので、お気軽にご来館ください。
※8月31日までの予定ですが、カブトムシの状況により早
く終了する場合があります

076-272-
3417

白山 石川県ふれあい昆虫館
季節展
「世界のカブトムシ・
� クワガタムシ」

令和7年7月11日（金） 
～8月29日（金）

生きた国内外のカブトムシ・クワガタムシを展示します。
ヘラクレスオオカブトに触って写真を撮るイベントや、ぬ
りえ工作コーナーもありますよ。

076-272-
3417

白山 石川県ふれあい昆虫館
コラボ展
「世界のカブクワ
� ふれあい展示」

令和7年8月30日（土） 
・31日（日）

金沢工業大学むしの会とのコラボ企画です。
むしの会が飼育している40種以上のカブトムシ・クワガタ
ムシの展示と、ふれあい体験が楽しめます。むしの会の方
の解説もためになります。

076-272-
3417

白山 石川県ふれあい昆虫館 季節展
「こん虫おもしろ運動会」

令和7年9月13日（土） 
～10月19日（日）

� の間の土日祝のみ開催

バッタのジャンプ大会を筆頭に、コオロギやカブトムシが
出場する運動会を行います（出場選手は予定です）。
ぜひ、虫たちを応援しに来てください。

076-272-
3417

白山 石川県立
白山ろく民俗資料館

絵画展
「白峰の原風景
� ～白峰の生活編～」

令和7年7月19日（土） 
～8月31日（日）

昨年実施の「白峰の風景編」に引き続き、本年は「白峰の生
活編」を取り上げます。作業や民具、食べ物といった人の
生活を描いた絵画を展示します。
絵画は、昭和初期のころの様子を、白峰の住人であった、
故　加藤�継満津�氏が晩年に描いたものです。

076-259-
2665

白山 千代女の里俳句館 企画展
「俳句と写真展－夏めく－」

令和7年6月7日（土） 
～8月3日（日）

9:00～17:00
（入室は16:30まで）

写真と俳句を組み合わせた写真俳句作品を展示します。
休館日 :月曜日（祝日の場合は翌平日）

076-276-
0819

白山 白山市立博物館 特別展
「北陸最強の山城」展

令和7年7月18日（金） 
～9月23日（火・祝）

第32回全国山城サミットにあわせて、鳥越城や舟岡山城な
ど白山市内をはじめとする北陸各地の山城について、近年
の発掘調査の成果や山城に関わる古文書や絵図を基に、そ
の実態に迫ります。
1F特別展示室

076-275-
8922

白山 白山市立博物館 「探訪　白山市の城跡」
バスツアー

令和7年7月23日（水）
10:00～16:00

全国山城サミット関連事業として、白山市内の城跡をめぐ
るバスツアーです。
白山市立博物館発着で、松任城址公園、安吉城跡、清沢願
得寺跡、鳥越一向一揆歴史館企画展を見学し、鳥越城跡を
めぐります。
定　員 : 40名（有料）

076-275-
8922

白山 白山市立博物館
特別展
「北陸最強の山城」展
ギャラリートーク

令和7年8月2日（土）
14:00～

特別展「北陸最強の山城」展の展示の解説を行います。
1F特別展示室

076-275-
8922

白山 白山市立
松任中川一政記念美術館

2025夏季テーマ展
「中川一政 
画をかくことは生きること
� －〈向日葵〉を中心に－」

令和7年6月4日（水） 
～8月31日（日） 中川一政が描いた「向日葵」作品8点を一堂に公開します。 076-275-

7532

白山 白山市立
松任中川一政記念美術館

2025秋季テーマ展
「中川一政の陶芸
� －茶道具の魅力－」

令和7年9月6日（土） 
～11月30日（日）

中川一政が晩年精力的に取り組んだ陶芸作品の魅力を紹介
します。

076-275-
7532


